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石狩湾における底生魚類の生産構造

第 1報 春季における底生魚類の群集構造

と分布様式の類型化
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C一usteranalysIS,becausetherormeranalystsCanglVeuStheexplanationOreachc一uster

From prlnCIPalcomponentanalysIS,ltlSeSumaLedthatthedlsLrlbutlOnSOrthefour

FlounderspecleSOVerlapwltheachother.WhereasdlSLrlbutlOnalpatternorthem lStO

someextentdllrerent.

Judglngfrom theresultorprUlCIPalcomponentanalysIS.い1edlStrlbuhOndtpauernor

demersalrlSheslnJshlkarlBaylSroughlydevldedIntotherolloWlngfourgroups rlShes

WhoseproportIOnSarehighlntheshallow reg10nS.thosewlthhlghproporLIOnSInLhc

deepreglOnS.thoseWlthalmostunlrOrm PrOPOrtlOnSlnanyreg)On,andthosewlthvery

lowpropor110nSlnallregion.

石持掛 こは多くの収生他項が出現するが.これらの他mEまそれぞれの先帝投隅や生活-咋伯卿 こ応じて,

-LI-いに一定の秩序を保ちながら季節的11離合集散を練り返している (林 1980)｡石狩矧 まこのような底

生魚類の成仏や産卵なと生物生産の切として重要な役割を娘している一方.沿岸漁業者にとっては.これ

らの岐生瓜頬を対象とした漁溺生産の協として生活の基盤となっていら.

ある限定された場所で生物幣面を有効に利用し,安定した独英生産を維持するためには.その頃所での

生物生産過程の把鰍 こ野め.その基礎研究に基づいて.その切所に見合った資源lI?理や新しい技術の開発

を行うことが必要である｡北海道立中央水産試験場では1976年以栄.壬は年石打掛 こおいて底生魚類の生態

凋恵を実施しており.これまでに民生瓜頬の分布や移動に関する知見が蓄積されてきた (北海道 1976-

)982,北海道立中火水産試験場 1983-)986)｡ これらの知見から生物生産の過程すなわち"群姓内におけ

るある様から他種への物質とエネルギー移転o)過程"(向井 1973)を論じるには不十分であるが.その基

本となる群災構造の特徴を附析するための倍itTIEil竹相を肘)もしている｡しかし1.ilから,これまでに耶熊締

出に俳1して総合的に･4蕉した轍告は比あたらない｡そこで.ガ者らは1984年から1986年のJ辛李に行った詔

ti桔娘を再吟味し.さらに1987年4-5J:Iに行った淵煎結巣を加えて,春季石狩矧 こおける出現魚托のカ

/f)-様式と族生魚類群地のfJ延について検討し.若干の々群を加えたので棚LL'･する｡

報告に先立ち.fi科の解析に有益なこ助言をr剛､た北南逆火学水産学部講師竹野泰次博士に心から謝意
を&する｡

材料および方法

本研究に用いたむ料は柑84-1987年の4-5JlfこLJylf湾内の水深20-90mで.道立中央水産拭験場調査

船金主l!九 (68トノ)の坂出網 (網口3m.コッドエンドの目合33cm)により採鵜された0

本研究では F.ど.1に示すように水深10m仙 こ削 】央域を7f%分 (A1～A7区),積丹半砧R同沖を2

区分 (Sl区.S2区).そして余fri町の｣ヒ沖を1区分 (Yl区)し,合3110の海区を設定した｡しかし.

湾内では艦刺網が多数赦段されており,また調査El程の都合上.Lf1年全ての海区を網羅するには至らなか

った｡各軸区での曳桐回数は Tablelに'示したとおりである｡

採処された標本は.様蛾別に個体数が叔IJ定され.それぞれ3ノント 30分曳網当たりに換井した後.海

区別に平均柄を求めた｡

解析方法

糊 のflY近特性を検討するために.博多繊度を求めた.多様度指数には/十ノンウィーパ-I価i関数H'

(木元 1976)を他州し,I"鵬に不偏純正伯E(H′)(水元 1976.M】LLER1980)も別井した｡樫多様度

は[11現他用の稀粗放と郎地内でそれぞれの帆機がどのようrS個体.牡の判合で存在するか (均等性)により

決定される.シャノンウィ-パーの指数では両者を包指して評価するため.席数と均等性のどちらの影書



席李における艦生,((L班の群災捕血と分布は式の那Jt)化 3
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(broker)t】ne)OfdepthTheareaSurroundedbythickllnelSeachsetreglOn

Table1DepthrangeandT-umberoftrawlsln'eSPeCtJVeSetreglOnSfrom 1984to1987

DepLh Numberoltrawls
Region Range 1984 1985 )986 1987

(m) Apr.23-May12 Apr22-May20 Apr24-May16 Apr27-May22

1

2
2

4
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2

2

知

40
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即
90
釦
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釦

-

一

一

2
3

4
5

6
7

8
7

4
.
7

･1
2

3

d.
LJ'
6
7

1

I-
2

A

A

A
A

A

A
A
Y
S
S

を強く受けているのかは判断できない｡そこで.均等性要素多様度J-(木元 )976.MILLER1980)を計

井した｡H'.E(H'),IdlらぴにJ■は次に示す式で計拝した｡

Il'=-,書.pllnpI

E(H')=(-.吾.pll叩l)I((S~1)/2N)

J'=I=(H')/lnS
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ただし.piは 1番目の.fA接の個体政割合.Sは総唖ifi敷そして._Nは山現した全魚種の総個体数である｡

つぎに.海区ととの種別の個体枚から.各魚種の分布快式をクラスター分UTT.主成分分析および因子分

析を用いて解析し1こ｡データは分布の盛IRを取り除くために.すべてln(x+1)の変換を行った｡クラス
タ-分析では.用いたコンピューター用プログラムの市台上.次に示す木元の類似度指数C汀(木元1976)

をllC･Tにより非琉似度指数C'trに変換して非類似度行列を作成し.群平均法 (田中他 1984)により

デンドログラムを作図した｡

S

2ilnl】×n2J
J=)

(巧 ･ 1一項 ) × N IX N2

ただし,巧-一!.n?,/N:IE汀 - 叛 ′N…J=l
NI l薪Elの地点の塩個体数

n)J l番目の地点の】番目の魚種の個体数

S 両地点あるいはどちらかの地点に出現した.QI確の総種類数
また.主成分分析と因子分析はそれぞれデータの標準化を行うために.相関行列Rを用いて計許した｡

また,主成分分析で用いる因子負荷土r(Zk.X■k)と主成分得点 (スコア-)PJkは

r(zk.X'k)=′汀 Xalk

P)k=Ealkx(xJ)一Xl)/SKI

で求められた｡た1こし.ikは第k主成分に対する固有値,P】kはJ番E]の他種の邦k主成分に対する主

成分得点,alkは1番E)の変泉の固有ベクトル.xLは1命日の変冊の平均.またS石は)席E]の変太の標

準偏差であるO因+分析では.主因子法により.対角渡瀬の差が000001になるまで反寺那一策を行って因
子負荷丑を求め.つきに単純構造を得るためにパリマックスLd転を行った｡凶子分析の結果はパリマック

ス回転後の凶子f'1荷兼により解析を行い,因子札点 (スコアー)もこの閃F負荷行列を用いて推定した｡

なお.デンドログラムの作成と王威JJ)分析ならびに因子分析の王Rr'･Is汁別 ま.バノコン統計ハンドブ ッ

ク[多変丑解折損 (共立出版)のプログラムをmい,NECパーソナルコンピューターPC9801Vx2で行
った｡

結 果

1 魚Il#l成

1984年から1987年の4科iSllこ採Rlされた魚鰍ま18柑43属56種である.Flg2は4カ年の海区別魚種柵成

を組成割合の -̂きい.他用からJfEに並べた凶である｡ただし.図が蛸経になるのを防くために個体数組成5

%以上の魚種についてのみ示す｡それによると.各海区でカレイ頬のiJ'J.越が日たち.スナガレイ(山manda

pLtnCLaLJSSlma).マガレイ (I,LmOndaherzensLemL),ノウ-チ(CleLSthenesp一rieLoT･um herzen-

sLeLnL)およびヒレグロ (GLypLocephaltLSSlelLer一)の4種類で上付3純を構成する延べ払棟数の833%

を占めている｡これを軸区別にみると.水深60m以技のA1-A4区ではこれら4健のカレイ班の●:i越が

&=しく.とくに裾奥域のAl拝ではスナガレイが4年間を通じて455-615%と,採触個作数のおよそ

､暮三枚を占めている｡A1～A4区で,偶作致組成が5%を越す.flt鰍ま.4確のカレイ蛾以外ではアイカジ

カ (Gym′10CarLLhuLSL'LLCrmedLuS)とトクビレ(PodoLhecussaclu)1こけである.これに別して,61

m以疎のA5-A71基とYl区では4種のカレイ頬の比率か低下し.なかでもスナガレイの割合が減少す
る｡そのため.これら4種のカレイ想以外に12種類の敗種が5%以上の割合を示している｡Sl区とS2

区も捷ね煎央部の海区と同じ傾向であるか.水深の深いS2区でも･?力'レイなどのカレイ頬の占める刊命
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が高い｡

2 群集の密度

水深による群娘の密度の変化をみるために,FIE3に1984年と1985年における/k襟とCPUE(3/ノト.

30分曳網当りの採娘個件数)のr姻係を示す｡全魚種を合わせたCPUEは2年l:Hで左がみられるものの.

1984年,1985年ともに水深が深くなるにつれて低下する傾向がみられる｡4櫛のカレイ規を合計したCPUE

については･全CPUEの変化とはぼ一致しているが,残りの乱掘のCPUEには水深による大きな変化はみ

られないoなおICPUEは1984年のAl区が23017と最も高く,1985咋のA7区が1482と最も低い｡

3 群集の種多様度

/十ノンウィーバー十㌔梢欄 数の不偏推定値E(H').均等件.RGl紫多様妊 (J')および総種類数(S)の水

深別変化をFlg4に示すOそれによると.E(H')は水深40mまでは1219-1628と低いが,40rn以深で

は1732-2352の範囲にあり高い値を示す040m以孫の変化傾向は年により幾らか異なっているが.E

(H')ははは一定か,水深とともにやや高くなっている｡一方.J'は30rn以桟で0422-0557と非常に

低いのが特徴であり,その水深別変化傾向は.各年とも概ね E(LIP)の変化と類似している｡これに対し

て.総種頼政Sは4年間のデータを組合した場合には.多少/k深とともに増加する傾向がみられるが.湘
杏海区の多い1984年と1985年それぞれの年では.とくに水深とのr娼係はみられない.

つぎに･E(H')とJ'およびSの槻係をそれぞれF唱 5とF.ど6に示す.4年間のデータを一括した掛合.

p-(H')-J'とE(H')-Sの相関係数はそれぞれr=0856,r-0570と,ともに有意 (P<001)であ

る｡しかし.1984正と1985年の年別にみると,E(ll')一J'の相関係数はr-0919(1984年).r=0852

(1985年)と高く,両年とも有意 (P<001)であるのに対し.E(Ii')-Sの問ではr-10357(1984年).

r=0ユ00(1985年)と低く,両年とも個r淵係数は有ti1%でないB

4 出現魚類の分布様式による類型化

さきに述へたように,当海域 には4年即日こ合計56輔頓にのはる魚類が出現する｡これらの払敵 ま湾内に

ラ/ダムに分布しているわけでなく,それぞれの魚種が特徴を持った分布様式を示すOそこで.各海域で

のそれぞれの魚種のCPUl三から,分/ri様式の紙鞄化を試みたOただし,ここでは1984年の資料を剛 ､て

20 30 40 50 60 70 80 90 20 30 40 50 60 70 80 90
WAT[R DEPTH(∩)

F】g 3RelaいonshlPSbetweenWaterdcpLhandnumberorlndlVldualscollected
per30-mlnuLestowwlth3knot(CPUE)ln1984and1985

= ToLa】CPUEorallrlShes

一〇一一ToLalCPUEorLLTnandapuncLaLLSSLma,L んerzenslelnL,CLeLS-
LherLeSPLneLorllm he,･zeTISLeLTuandGlypLocephaLussteuerL

--A- 'ToLalCPUEofallflShesexceptlorthefourspeciesOHloundeJ
abovemenLIOned
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10 15 20 25
〔=11

Fig 6 Re)atlOnShlPbetweenunblasedestlmatOrOrShannon-Weaver
runctlOn(E(H'))andnumberorspecleS(S)from 1984Lo1987
●:1984, ▲ :1985. × 1986. ■･1987

解析を進めた｡

filも,図中において.各魚種はTab)e2に示す魚種コードで表示した｡

l)クラスター分析

FLg.7は.各.th種の梅区別 CPUEの類似関係を示すデt/ドログラムである｡C'TE指致04を基準とし

て.クラスター区分すると8クラスタ-に分規される｡便宜上,これらのクラスターを国中左から順に邦
lクラスター～第8クラスターと呼ぶ｡それによると.主要構成領であるマガレイとソウハチが非常に高

い規似水準で結合しており,両種の分布域のirf校が大きいことを示している｡また.ヒレグロを含めると

4積の主姿カレイ規のうち3種が第2クラスターに含まれる｡第2クラスターとスナガレイを含む窮lク

ラスターは.C̀7r肌048と比較的高い水革で結合しており,4様のカレイ鰍 まお互いにJjl布様式が規似し

ていることがわかる｡他の凧柾についてみると.CPUEの高い魚用 (TabIe2)のほとんどが第 1クラス

ター～邦3クラスターに分放されており.それら以外のクラスターは王にCPUEの低い魚儀で絹砿され

ている｡

2)主成分分析

各海区を変数 (X◆l)にとり,それぞれの帆頬のCPUE(x)をln(x+1)で変換して主成分分析を行

った｡その結果求められた各主成分 (Zk)の固有ベクトル(alk).困f免荷丑r(Zk,X'k),Ea有値Jk

寄与率および累積寄与率をTablC3に示す｡

まず,とりあげる主成分の数を決定する必要がある｡一般に,とりあげた主成分が元の変丘を代表する

必要があることから,米機寄与率力朝%以上にfよるように主成分を選択する｡あるいは各主成分が変丑 1

個分以上の情報を持っていなければならないという考え方から.相r娼行列Rを用いる場合には}≧ 1とい

う基準を設定する｡TablC3によると邦1王城分 (Z))と邦2主成分 (Z2)で累積寄与率が845%と

rよるDしかも間有朋lkは第3主成分以下ではlk≧ tの条件を満たさ11いことから.第 1主成分と第2

主成分を総合朽件値として以後の解析をすすめる｡

スコ7-を計罪する前に各主成分の解釈を行う必&i･があり,そのために各変且と主成分の相関を示す凶

区に出現し,各海区での組成割合が高い仇敵 まど第 1主成分のスコアーが拓くなることがわかる｡また.

第2主成分ではA1gが正の俵で比較的大きく,A6区.A7区では逆にnの値で比較的大きな俄を示すこ

とから,第2主蚊分は組成割合が浅い水深僻の海区で高い魚種では正の大きな伯を示し,深い水深･宗.の海

区で組成割合の高い熊取 まfLの大きI.L渦 を示す｡Flg.8に第1主成分と諦2主成分のスコア-の散布図を
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Table2 FIShspecleSco°enumberwhlChlSgivenaCCOrdlngtOranklnaverage

CPUEln1984expressedatFourthcolumn_

cFisheミTmlg:r Japanesena-e SclentlflCn8-e V̂&aug昌

I M ĜAREl I,lmOTLdaheT･zeTISLetTIL 3606

2 SUNAGAREI LLmandapuncLa山ssLma 2637

3 日IREGURO GLyplocephaLtLSSEelLer1 2100

4 SOUHACl‖ CLeLSLhenespLnelorumherzensEemL 2059

5 AlKAJIK̂ C)′mT10CanthLLSmLermedLLLS 554

6 TOKUBlRE PodofhectLSSaChL 234

7 E'LOMEBARU SkbasLesLaczanoLLIShLL I45

8 NAGAZUKA SkLChrletLSgrtgOrJeLu1 13I

9 A]NAME 〃exdgrammOSOLohLL 117

10 KUMAGAIUO AgonomaLtLSJOrdan1 83

11 TSUMAGUROKAJIKA Gymnoea'ILhLLSherzerLSLem1 6-9

12 HOKKE PLeurogr(lmTnLLSOZOnuS 69

)3 H】RAME ParatLChthysoLIUaeeuS 66

14 ASABAGAREI LepLdopseuamoc/lLg｡reL 63

)5 YAG]SHER]KAJIKA 血rymengyrL仙S 57

16 AKAGARET HLPPOgEosso一desdLLbLtLS 43

17 KEMUSHIKAJIKA HemLlrLPLerusamerLCanLLSuLLEosus 4I

lB BIKUNIN

19 KIANKOU

20 UMlTANAGO

21 KANAGASHIRA

22 TOBINUMER1

23 EZOAINAME

24 WAKASAGl

25 0NIKAJIKA

26 SUKETOUDARA

27 TAUECAJI

28 KITSUNEMEBARU

29 KASUBEsp

30 KUSAGINPO

31 0KUK̂ JIK̂

32 UNAGIGAJ1

33 日】GENAGAYAGIUO

34 AB̂ CĤ N

35 KUROGASH】RA

36 0K】HIMEKAJIKA

LLPaTtSLessella山S 34

I,ophLLLSluLLLorL 28

DILrernaleTnm〃lCh1 25

LepLdoLrlgramLCrOPLero 24

GILl10rlymuSbemLegllrL )9

fleェagrammossLeLlerL 13

HypomesLLSLranspact/fcLLSrLLPPOl一eTLSLS 06

血ophr二ySd一CerauS 04

merograchaleogramma 04

5kLChaeLLST10ZaWae 04

Skbaslesuulpes 04

Raバdaesp 03

TrLPteryg10nm一nLELum 03

MyoxocephaLusJaOh 03

LLlmPentLSSaggLLa 03

PdllasmaeryngLa 02

CrysfauLaSmaLsushLmae 02

L.LmaTtdaschrenhL 0I

Co山 ELSCuLuHSgOrLeZgO,leZ 01
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+ ll ll IL JLJU]
2 3 4 5 678

Flg 7 Dendrogram showingStmllarltyOrdtsLrlbutlOnalpaternamong

flShspeciesln1984 FIShnamelscxprcssedasFISHcodenumber

glVenlnT8ble2

示す｡この岡は7次元窄川=こ/分布している各.tI.t棚の敵側犬態を2次元のZ1-Z2平面にできるだけその

II●T軸を失わないように射影したbのである｡このまま.この散布岡から各魚種を規型化するには.基稗を

決定するのがむすかしい.,そこで.各スコアーを､I乙均低0.持て即ii差 1に標準化し.その変換したスコア

ーに-30から30の間を5等分して求めた新しい｡平価基邸1-5の評点 (Point)を与える｡これはス

コ7-かたね-3Oから30の肺をとると考えられるためであるが.-30より小さい値と30より大き

い値の似合lこはそれぞれ評点1と5を与えることにする｡そして.この諸点の組合せにより各魚種の規P_

化を行う｡襟唯化されたスコアーと評点をTabe14に示す｡それによると.10のクラスターに分けられる(FIE.

8L そして4篠のカレイ矧 ますへて異11-るクラスターに分類され.それぞれ単独で】個のクラスターを形

状しており.いすれも第1三成/分では評点4か5と大きい｡したがって.主に第2主成分の基準により分

放されている｡これら以外の魚種では.CPUEの非'許に低いftA様のほとんどは第1主成分で評点2の英世

で分yiされている｡

3)因子分析

主成分分析と同脚こ海区を変数にとり.閃+Jjy折を行った｡ます,)も･戚因子数mは主成分分析と同様に.

相関行列Rの固ITILl日のうち1以上の間作値の軌 あるいは相槌行列Rの対角要素をその変束と妓りの変

丑との範相関係数の2乗 (squaredmull)plecorre)atLOn,SMC)で網き換えた行列の正の国有低の数

で求められる｡Table5に相関行列Rの固有値とSMCによる固fJl続を示す｡前者の基郵からやJFrすると.

2個の典也由子か々えられる｡一方.後者によると4個の)t-通関(-か退はれるが,3番目以下の囲百億が

小さいことからこれらを無配すると典通園7･の数は前省の)追弔と一致する｡ これらから.Jもid凶7枚mを



TzLble3ValuesoEelgenvector.lLICtOr)oadlng.elgenValue.conLrlbutlOnandcumulatIVeCOntrlbutlOnln198LI.
FlgureSlnParenthesesareraclorloadlng.ValuesWerecalculatedoncorrelaLIOnmaLrIX

ZI Z2 Z3 Z4 Z5 Z6 Z7

X'lAI O319(0691)

X■2 A2 0391(0846)

X■3 A3 0423(0914)

X'4A4 04α〕(0866)

X'5 A5 0368(0795)

X'6 A6 0350(0757)

X■7 A7 0385(0833)

0537(0556)

0284(0293)

0046(0047)

0348(0360)

-0273(-0282)

-8486(-0503)

-0444(4 459)

-0237(-0156)

一心 064(一刀042)

0265(0175)

一心 045(-0030)

0726(0479)

-0558(一℃368)

一刀170(-0日2)

-0655(0408)

0611(0381)

0281(0175)

0050(0031)

一刀285(一刀178)

0023(0014)

-0185(-0H5)

-0337(一刀145)

一刀202(-〟087)

-刀316(-0135)

0757(0325)

一心072(一刀031)

-0239(-8103)

0330(0ILI2)

一刀004(-0002)

｣〕454(-017Ll)

0736(0283)

一刀013(-8005)

-0404(-0155)

-0189(-0076)

0227(0087)

0101(0032)

0377(0118)

A 165(一刀052)

-0374(-0117)

-0日7(-カ037)

一刀485(-015日

0656(0205)

ElgCnValut' 4677 1070 0436 0388 018J1 0117 0098

ContrlbutlOn 0688 0153 0062 0055 0026 0021 0015

Cum contrlbutlOn 0688 0821 0883 0938 0964 0985 1000

女
瀬
ln
j
tb
LJ
a
J泳
rJ
=歩
W
i8
ヨ
涼
蛋
iEi･t
$
4
7嘉
JE
P)
汝
煙
Lt:

〓
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Table4 VaIuesorsLandardlZedprlnCIPalcomponentscore
(SS)andpolntOreaChrlShspecleS PolntlSbased
onSSSS≦-18Polntl･-1.8<SS≦-06Poln12-0.6
<SS≦06Polnt306<SS≦18Polnt4SS>18Polnt5

F】shcode StandardlZedscore Polnt

number ZI Z2 ZI Z2

4 2_2g II6 5 4

1 306 -005 5 3

3 245 -133 5 2

2 118 384 4 5

5 137 009 4 3

6 116 -033 4 3

9 062 -や 13 4 3

13 -011 122 3 4

21

ll

12

t6

】9

23

7

8

10

14

15

17

20

18

22

24

25

26

27

28

29

30

割

32

33

34

35

36

g
i
22

-3

㈹
13

55

36

59

10

20

44

川

32

飢

65

73

72

67

7~

鯛

7LL'
76

朗

69

76

77

8-

8

-0

一〇

.0

0
.0

-0

0

0

0

.0

-0

0

一〇

.〇

一0

.0

.0

一〇

一0

-0

?

?

?

?

?

.0

.0

?

099 3 4

055 3 3

-040 3 3

-055 3 3

007 3 3

050 3 3

-092 3 2

-I65 3 2

1 71 3 2

-162 3 2

-104 3 2

10 1)93 3 2

32 -064 3 2

093 2 4

078 2 4

052 2 3

0日 2 3

-018 2 3

1018 2 3

1 10 2 3

027 2 3

022 2 3

013 2 3

009 2 3

010 2 3

-012 2 3

016 2 3

016 2 3
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Table5ValuesorelgenValueofcorrelatlOnmatrixandcorrelat10n
maLrlXln1984whosedlagCnalelementsarereplacedsquare
mult】plecorrelatlOn(SMC)

DlagOnal ElgenVa)ue

value .H 12 13 14 15 16 17

10 4677 】070 0436 0388 0184 0147 0098

SMC 4420 0788 0128 0073 -0075 -0099 -0124

2として計井を進める｡推定された因子fl荷最の解釈がしやすいように,因子軸の回転を行う｡その結巣

求められる因子fl侍JLをTabLe6に示す｡それによると.第1因子はtZ]子負荷立が海区をとわずすへて高

いことから.広範凶に高い組成割合で分布しているかどうかという因子である｡また.第2凶子では特に

高い因子免荷丑がみられないため解釈がむすかしいが.Al区とA7区の因子色荷JLが互いに逆の符号で

比較的高い値であることから.技い海区 (あるいは深い海区)で組成割合が高いかどうかを示す因子であ

ると解釈される｡

つぎlこ,因子n荷農から組子得点 (スコアー)を推定し.主成分徽鼻で行った操作と同様の変換を行っ

た｡その結果得られる億準化されたスコアーと評点をTable7に示し.第】因子と邦2因子のスコア-の

-2 0 2 4 6

Z1

Fig 8 P)otsorsecondprlnC･palcomponent(Z2)ScorewlthrlrSLprlnCLPal

componenL(Zl)scoreamongflShspeciesIn1984 Contoursbythick
llnelndlCatereSPeCLIVeClustersFIShnamelSexpressedasflShcode
nurnberglVenlnTable2
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Table6.ThevaluesoHactorloadlngandcommun8lltleS
orFactoranalysISln1984

Reg10n Factorloadlng CommunallLleS

KI K2

0632 0402

0814 0300

0897 0093

0857 0396

0749 -0170

0735 -0388

0866 -0492

弧

752

m

㈱
脚

691

減

散布図 (F)g.9)由で各.I(I種の類型化を行った｡それによると.各魚鰍ま10クラスタ-に分類される｡主

蚊分分析の結果と同様に.4種のカレイ頬は単独で1個のクラスターを形成しており,それら以外の魚種

も概ね王収分分析によるクラスタ-と一致している｡また.CPUEの低い魚種のほとんどは邦1因子の評

点が2になっており.主成分分析と同様の傾向を示している｡

Kl

Fig 9 Plotsorsecondractor(K2)scorewILhfirstfactor(Kl)scorearr)ong
f)shspecleSLn1984ContoursbyLhlCklinelndlCaLerespcctlVeClusters

FIShnamelSeXt)reSSedasrlShcodenumbergivenlnT8ble2
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Table7ValuesorsはndardlZedracLOrScore(FS)andpolntOr
eachrlShspecies In 1984 PolnLlsbasedonFS
FS≦-I8Polnt1-18<FS≦-06Polnt2-06<FS≦0.6
Polnt3 06<FS≦18Polnt4FS>18Polnt5

FIShcode SLandardlZed score Point

number KI K2 KI K2

219 081 5 4

289 -025 5 3

260 -087 5 2

104 349 4 5

145 -012 4 3

104 -002 4 3

090 007 4 3

-003 】74 3 4

-040 065 3 4

1)35 067 3 4

1)46 117 3 4

038 -や39

-019 036

-034 0ll

013 -029

-057 -032

038 -154

031 -075

-031 1)78

-050 -087

033 1)93

011 -242

-093 052

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 2

3 2

3 2

3 2

3 1

3 1

2 3

-08】 023 2 3

ー083 018

-070 018

-068 -や31

-846 -054

-073 057

-079 0ll

-086 0ll

-076 015

-064 -053

2 3

2 3

2 3

2 3

2 3

2 3

2 3

2 3

2 3

-08】 029 2 3

-08】 029 2 3
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考 察

群集の種多様度

当裾域の多様度は践海域で低く.深い水深帯で高い傾向がみられた｡先にも述へたように.ここで用い

たシャノンウィ-,<一帖軸関数の不偏推定値 E(H )̀は多様度の2非婚である種類数と均等性を区別して評
雌できfilいため.均等性安東多様度J̀も計井した｡その結果.E(ll')とJ'に高い相関がみられ,J'が多

様皮に大きな影書を及ぼしていることが示された｡均等性が.水深による多様度の変化に影骨を及はして

いる例は.東./ナ梅 (岸田･北島 1980)や土佐湾 (堀川 ･通山 1985)でも報告されており.群集内で

の捷占種の出現や各種に属する個体数が平均化されることにより多様性が変化すると述べている｡また.

水戸 (1977)はベーリング海の庶生瓜煩群射 こおいて.仕占種であるスケトウダラ(nerograehaLc0-

gramma)の割合とH'の間に高いrlの相関があり.便先様の割合の低下により多様性が高くIitることを

報告している｡当海域ではスナガレイ,マガレイ.ソウハチおよびヒレグロの4種のカレイ煩がiri越して

おり,これら4種の力L/イ櫛を合計したCPUEは践海域で高く,水深が深くなるほつれて減少していた｡
しかし,これら以外の瓜櫛では水深別の全CPUEにあまり変化がみられないことから,相対的に4種
のカレイ煩の組成割合が低下し.A5-A71gfiLとでは5%以上の組蚊の仏様が増加するようになる｡こ

れらから考えて,当海域では水深が深くなるにつれて4種のカレイ類が減少することによりそれぞれの魚

種の個体数の差が少なくISり.多様度が高く11-るものと思われる｡

分布様式の類型化

クラスター分析は計井が比較的容易なため.群集区分 (水戸 1977,赤横 1982,高九 ･落合 1982.

高九 ･中足 1982,娼Jll･通山 1985,高億他 1986など).底生魚類の分布様式の簸型化 (水戸 1977,大

森 1982&)や食物組成の畑似性 (大森 1986b)の検討などに広く用いられている｡しかし.デンドログラ

ムから血接各クラスターの解釈はできず,各変数の要素について吟味して.解釈しなければならない｡

これに対して,主成分分析11らひに因子分析では.それぞれ主成分や共iLn因子といった判断基軸の決ま

った尺度で分類を行うため,各クラスターの解釈が可能である.そのため,群Ai区分 (浜井 ･相似 1959.

水戸 1977.赤嶺 )982)や分布様式の類型化 (赤旗 1982.大森 1984)Ii'どf=けで1iく漁獲物の解析

(鉄 1977)や漁茨の解析 (小池 ･経典 1987)litどに応用されている｡

2=報告では木元のCTr指数を用いてクラスタ-分析を行った机 CTF桁政はCPUEの高さの影書を受
けfJこいため,CPUEの低い魚種についても.類似した山現様式を示す魚掛 ま比較的正確にZMIJされた｡し
かし.主成分分析や閣下分析のスコ7-を用いた場合には.各海区での組成割合の高低の影書を受けるた

め.CPUEが非常に低い魚種は分布様式の如何をとわす.苅1主成分 (邦t因子)で評点2に含まれてし
まい明瞭な判別ができないという欠点がみられた｡

一万.当海域の王gli偶成唖である4緒のカレイ類については.クラスター分析ではマガレイ,ノウ-チ
およびヒレグロが 】つのクラスタ-にまとめられたのに刺し.主成分分trTならびに因子J/)折では4種のカ

レイ煩は異なったクラスターを形成していた｡マガレイ, ノウ-チ.およびヒレグロの邪 t主成分 (第 1

因+)の評点は5であり,多くの梅凶 こttl現し,しかも各海区で組成割合が高いことを示している｡しか

し.第2主成分の評点はマガレイか3,ソウ-チが4またヒレグロが2とそれぞれ晃なっている｡つまり.

マガレイは各海区での組成割合が一様であるのに対し.ノウ-チは浅い海区での組成割合が高く.逆にヒ

レグt)は掛 ､海区での組成割合が高いことかわかる｡以上のことから.3確のカレイは分布の重複が大き

いものの.分布の状態は若干果なっていることがま攻Jj)分析の結果から推察できる｡

このようにそれぞれの手法には妓所や短所がみられ.校数の解析法を叩いて解析を行うことが望ましい｡

しかし,ここで群典を捕成する他種のうち個体群の大きなものがBiJAt;･な役割を担っていると考えられる

ならば.CPUEの低い魚種が一つのクラスターに分析されるという欠点があったとしても.各クラスター
に対する解釈が行え,クラスター問の関係をfFR解できる主成分/Ji折や閃 F分析が仙類の分布構造を把握す

るには有効であると思われる｡そこで,妓りのクラスターlこついても王城//)/Jy折のスコ7-から考案を進
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めていくと.当海域の魚類は大きく/分けて.′支い海区で柵成割合の高い魚種 (評点(Zl,Z2)(5.4).

(4.5).(3.4).(2,4)のグJL,-プ).深い海区で組成割合のrSい魚揺 ((5,2).(3.2))そ

して.各海区で組成ETJ合がはは一様である.f(L様 ((5,3).(4.3). (3.3))の3通りのグループと

非常にCPUEが低くこれらのグループに含めることかでき15い.qt招 く(2,3))の合計4i由りのケル-

プに分けることができよう｡

このように王成/J)/I)析によりILS生触頬の分布様式の班別化が行え.さらに各クラスターについても統計

的に解釈が可能であった｡しかし.この結尖から/ti物竿的な忠味の解釈をrTうことはできす.そのために

紘.各魚掛 こついて生物的特件や生態をさらに検討しなけれほならIsい｡ これらの点については今後の軸

告のIrlで明らかにしていきたい｡

要 約

1984-1987年の4-5月に石狩両で鮫曳網により虎生地頬を採集し.耶炎柵道の解析を行い,以下の結

架を得た｡

1 当海域ではスナガレイ,マガレイ.ノウ-チおよびヒレグロの4事垂のカレイ頓が主要紙成積とriLっ

ている｡

2 CPUE は水深が深くなるにつれて低下するか.これはカレイ頬4態の個体政の減少に起因してい

る｡

3 群巣の種多様性は践海域の海区で低く,深い水深笛の海区で高いが,これは4鐘のカレイ頬の個体

数が減少し,それぞれの触種の個体数が平均化されたためと考えられる｡

4 クラスター分析,主成分分析および凶F分析により族生魚類の分布fJ造を解析したが.3種Wlの統
計解析法のうち,各クラスターの解釈が可能である主成分分析と因+分析が分布構造を理解するうえで有

効であると思われる｡

5 主成分分析の結光から,4確のカレイ頬の分布域は重複が大きいが.それぞれの分布の状態は若干

果なっていることが推蒸される.

6 当海域の魚軌 ま.浅い海区で組成割合の高い私様,深い海区で組成割合の高い魚種.各海区で組成

割合がはば一定の瓜積の3ケル-プとCPUEが非常に低いためこれらのグルーブに含めることができIi

い魚価の4グルーブに大きく分けることができる｡
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北海道北部海域におけるスルメイカの生態

第 1報 冬期に沿岸域でサクラマスに捕食される

幼体スルメイカについて

m 中 柘 .Li=.

(北海道立椎内水産iJ:験糊)

EcologyofJapaneseflyingsquid,Todarodespaclfllcus
(STEENSTRUP),lnnorthernHokkaldowaters.Ⅰ.

Juvenilesroundinthestomachormasusalmon,

Oncorhynchusmasou(BREVOORT),lnWinter.

YuJITANAKA

llohhaLdoWakkanaLFLSheT･LeSExperLmenLaLSEaLLO/i,

WahhanaL,HohJlaLdo097.Japan

JuvenlleJapaneseflylngSquld,TodarodespactfLCLLS(STEt三NSTRUP),Werefoundlnthe

stomachofmasusalmoll,ChcorhynchusmasoLL(BllEVOOlt'r).caughtlnthecoastalareas
orR】shlrl】slandandShakotanPelllnSula.lvesLernHokkaldo,lnFebruary1987 ThlS

flndlnglSthenorthernmostrecordofthe】Uvenllcfrom theSeaofJapanlnWlnLerThe

watertemperaturesaHheFormerreglOnWere26-39℃ andthoseaLthelatter.54-58

℃.Juvcnlles.possIOlyldentlfledasT.JmCL/LCl▲S,､Verea一so recordedasthestomach
contentsorLhesamellShspecleSCaughtlnthelatterreg10ndurlngJanuaryandMarch

(especlaHyFebruary),1976-1987_TheseJuvenllesrangedlnmantlelength26160mmand

wereesLlmaLedLobe20-daytohvO-monthoJd lLISllkelythatJapaneseflylngSquld

spawn)nthewatersor√WesternHokkaldolnW)nterSeasons

緒 言

スルノイカ Todarodespact/Leas(SyRENSTIIUP)の推Ifについては,全国的組織のもとにリンコト

ウチオン幼生を対象としたプランクトンネ ソトによる採娘が行われているので知見が比較的多い (u本海

区水産研究所 )973-1987)｡また,外套良がおよそ15cd)を越える個体は油G,'のイカ的E)漁法で漁獲される

ため.多くの軌澄生物学的知見がある (たとえば農林水産技術会議7Ti防局 1972, E]本海区水産研究所

和文前号 A145(1988咋l月2)目安JIi!)
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1972)｡しかし.これらの中間のサイズである幼体書に関する知見はきわめて乏しいのが実状である｡三拝盾

は.これまで報告がなかった北海道北部のEl本掛こおいて,幼体スルメイカの分布をサクラマスの田内答

物ul益により初めて確認するとともに.その発生時期 ･瑚所 ･分布水温を検討したので報告する｡

報告にさきだち.積木を同定して裁いた粟京水産大学教授奥谷喬司博士に深謝する｡また.模本を提ut

された利尻地区水産技術普及指導所所長阿部餅郎氏をはじめ所flの各位に謝意を表する｡

材 料 と 方 法

1987年2月2-3E=こ,利尻島の窯泊沖約 )kzn.水深30-45mの海域 (F唱.I)で,一本釣り (漁具は

海底付近まで垂下される)によって漁獲きれたサクラマスの円中より得た幼体イカを調べた｡これらは.

外套良と体重を測定後ホルマリン固定し,奥谷 (1973)にしたがって蔭を同定した｡また.同年2月に稚

丹半島の沼前岬-GL丹坤の沿岸 (Fig_1)で漁獲されたサクラマスの田中からも幼体イカを採難し様の同

SHAMOTAN-
MISAKl OSHIDOMARl

(HIGASHIRLSHIRl)

Fig 1Sampllngloc81ltleSOrmaSuSalmon.OrLeOrhynehLESmason,
lnthestomachorwhichTodarodespaeIILeuSJuVenllesWere
round(shadedareas)

'ここではリンコトウチオン幼生期を終えた (外金枝15C■以上)のち,いか拘りで普通に漁獲される
まで (外杏長約15cJL以下)の大きさのスルメイカ
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定を行った｡さらに.｣ヒ梅道立中央水産試横堀の ｢特定月し族漁場調虐｣および ｢近海漁業fi源の常軌化 ソ

ステムの開発に関する総合研究 (マリンランチング計画･サクラマス)｣叩滋で調べられた同海域産のサ

クラマスの旬別測定鞍料 (12-3月,1976-1987年)を検討して,その門内容物巾の幼体イカの出現11bL

と幼体イカの外奈良記録を生理した｡

結 果

1987年2月にfrJ尻島および積丹半島の船岸で熟練されたサクラマスのT'川】より採娘された幼lJtLイカは.

いずれもスルメイカ rodarodespact/LCuS(S･rEF.NS･rRUP)と同定された｡

利尻島沿岸では2月2日にサクラマス16尾中日L竜から23個体.2月3日にはサクラマス数は (正確な個

体数は不明)から6個体のスルメイカが得られた｡それらのうちほとんど消化されていなかった23偶作の

外套長と体重の範Ldはそれぞれ26-58dd)と08-369であった (Table1)｡

Table1MARL)elength(ML)andbodywelght(BW)ofTodarodespact/LCLLS
roundlnthestomachormaSuSalmon.OTZCOrJl)･nehLLS m aSOll,Caught
m thecoastalareaofRIShlrllshndonFebruary2-3,1987

No ML(mm) BW (ど) No.ML(mm) BW (ど) No ML(mm) BW (ど)

1 263 09 9 371 16 17 441 21

2 271 08 10 381 18 470

3 308 10 日 382 19 480

4 320 】0 12 385 16 20 490

5 321 )1 13 392 14 21 536

6 330 11 )4 400 21 22 554

7 341 13 )5 411 18 23 581

8 354 )4 )6 414 15

また.1976年以降.椛丹半島沿岸のサクラマスの門中からt,幼†本イ刀が記録されていた｡調査か行われ

た12年間のうち.1個帖でも幼体イカが12.められた年は8年あり,1984年以降は梅年みられた｡それらの

出現時mfま1月中旬から3月中旬で,とくに1987年2月下旬には.サクラマス1尾あたりの幼体イカ出現

個体数が巌も多かった(Table2)｡外套良の鞄顔は.)Z年分のものをまとめると27-6011であった｡それ

らのうち1987年に採jAtされたものはスルメイカとTq促 された｡それ以外のものは.正確な同定はIilされて

いないが.1987年2月に採光されたものがスルメイカ1種であったこと,その出現時期がほとんど晦年同

じで外套長範囲も比較的そろっていたことから,スルメイカと考えられた｡

考 察

1 分布域について

サクラマスの口中より兄いたされた幼体スルメイカはほとんど消化されておらず,サクラマスのlElの

移動距離も10-14マイル桜FkL(FuKATAIく[1967)であることから.釧本スルメイカはサクラマスが的棲さ

れた利尻島および摘H半払JLl辺に分布していたと考えられる｡EI本掛 こおける幼体スルメイカの採姫記録

をみると,沿岸域で戚｣とのものは北海道南部の桧山海域 (山口 1932)であり.本調査で幼体スルメイカ

が確認された積丹半払 (約43'N)よりb雨である｡また.沖合域でも44●N以病の海域 (吋m l983)
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Table20ccurrenceorJuVenllesquldlnthestomachofmasusalmon.

Oncor/lynChusmasoIL.CaughHnthecoastalareaOfShakotan
PenlnSuladurlngDecemberandMarch.1976-1987

January February March Decernber
E M L E M L E M L M L

1976 - - 0748 0/28 -

1977 -
1978 -0/29
1979 0/41 -

1980 0/44

1981 - 0/20

1982 -0/4)
1983 0/35 0/77

19840/50 1/43
1985 - -

1986 -0/110
1987 - 0/45

/50 0/50 1/45 5/29 -

/30 -0/30 0/33 -

/63 1/30 0/31 0/33 -

/39 3/55 0/35 -

- 0/19

/41 1/39 0/31 - -

- 0/35 0/380/41 0/42
/99 -0/43 0/43 1/42

- - 0/89 3/51 1/52

/21 0/62 0/43 0/50 1/55
●●

1/70 0/43 ill/42 2/58

'No of】uvenllesquldfound/No ofltshexamlned
H でheseJuvenllesWereldentlfledasTodarodespacLJICLLS

である｡したがって.今回の採Rl言L!き剥ま.EI本ifF)における幼作スルメイカの巌｣ヒo)記録とfilる｡

2 生息水温について

1987咋2月卜句の利Ijl砧のtElr.三水脱は26-39oC.rロJq=12)-JF句の姐J'1半島の約岸水温は54～58
℃である(rrabte3.北海道必培執裳舶弼公社 1987)｡この時期にこの海域では純5水が鉛LLlytJに均質であ

ること (北海逝止惟FJl水産試験糊 1987)から,サクラマスに捕食されたy)体スルメイカの生息水温はこ

の範用のTdlIてあったと考えられる.既純の報zLiiに示されている幼(ホスルメイカの最低生臥水温は4-5℃

(n7仰 1986)である｡したがって2月の利尻島周辺の水温は,これよりもl-2℃低く.幼体スルメイ

カの生息水鮎としては瓜低の記録となるC

3 産卵海域について

幼LJFスルメイカの外if良か,1か月あたり30-40q収にする(浜部･粥水 1956)とすれは,今凶相ら

Table31Vatertemperatures(℃)atSIXlocallLleSOnthecoastsorA)Shlrl

lslandandShakotanPenlnSuladurlngJanuaryandMarch1987
(afterHokkaldoSa)balgyOgyOShlnkoKosha.1987)-

January February
E M L E M L

lHgaShlrlShlr)

KutsugaLa

Senposhl

ドurublra

Blkunl

KamOCnal

38 34 30

44 38 36

48 4L1 38

Ll9 53 50

51 52 51

53 55 55

26 17 19

30 31 27

39 33 29

49 51 5LI

49 47 54

51 58

Marcll

E M L

I9 32 45

28 34 35

28 31 36

53 54 57

56 55 56
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れた外食1､く271のスIL,ノイカはU齢20-27日.60lJのものはLI齢45-60円とIより.12-1nの冬l抑こ聯化

したものと(._rl.われる｡1-3JIの北軸退l叫岸のU本dLJの流れはおおむね｣ヒitirhは に栃時02マイル. 1Ll
に約5マイルであること (火hJ7天文台 1987)から,これらの仙椎スルノイカは 流れによっても･'はら

移送されてきたと振起すると.那化後採光されるまでに】00-300マイル流されてきたことにfdLる｡とく

に.小さい†剛本は.スルメイカのy)/暮=が耶化後少なくとも2LIF川はillJli更で/LrJiする (浜部 1962)1こめ,

北海i丘近HIJでIg:まれた可能flか.巧い｡しかし.大きい個体は 雌とホJJか故いとRjえられるのて.放れを稲

瞳rrrJに利川して.より娼J7の海域から樟動してきたことも考えられる｡

また,城蛙にr姻する浜部･TTi水 (1956)の報告は,lDl一個帖をifi排したものでは(.i-く.先帝初期の成長
は1よお不tlJlであるため.ここで行った外奈良からのu齢推rljiJは確'Rではない｡この却こついては今後.近
年可能作が検.,寸されている平/di石栓抜によるE)齢ii定 (中日 1987)なとにより明らかにする必輩かあるO
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道東沖で漁獲された超大型サンマの生物学的特性●

今 井 題 弘

(北海道立釧路水産試境域)

BIOloglCalcharacters or a remarkably large-sIZed saury,

Cololabissai71a, Caugh t in the southeastern waters
of Hokkaldo

YoshlhlrO rMAl

HoJzJzoLdoKusfLLrOFLSherleSEjEPerLmenLaL曳ahon

KLLShLrO,HohhaLdo085,Japan

A remarkablylarge-sIZedspeclmenOrthesaury,ColoLabtSSalra(BREVOORT).was

caughtwlthastlCk-helddlPnetlnthesoutheasternwatersOfHokkaldoandItsb】ologlCal

characterswereexamlned ThespeclmenWas382cm lnbody一engthandthisrLndlng

constltuLesarecordoTthelargestsaurycaughtwithstick-helddlPnetsrrom Japanese

watersalthoughsuchlarge-sl2:edlndlVldualHvererarelycaughtwILhdrlrtglllnetsbcrore

1948 ThecoerrlClenLorbodycondltlOnWaslow andtesteswerematurlng Therat100f

bodyhelghHobodylengthandthenumbersoldorsalandan8日lnSWerealmost)dentlCal

withthoseorlarge-sIZedsaury,29･0-310cmlnbodylength,WhlChareabundantlycaught

lnthewesternNorthPaClflCln8uLumnseasons.Thenumberorvertebraeandotollth

ch8raCLerswerealsoslmllarwlththoseoHarge-Sizedsaury.Basedonscaleanalysts.the

specimenWasCons)deredtohavegrownsharplya一terltS Sl乙eOr26.0-28.0cm

は じ め に

1985年秋.釧路港においてさんまaLl耗Iの漁種物lこ.執期中とくまれにしか軌横されることの11い特大ftt

(体長320-330cd))よりも威かに大きい.超人丑のサンマ (Platel)が発見された｡

サンマ CoLolab一SSat/･a(BREVOORT)は太平汁中緯度に分布する広域性.((雌 で,秋季に我が国が主に

執雄の対象とする北粥太平洋群 (小iB 1977)はtj本の沿岸域から躯経 160-L70度にまで及んでいる｡

本種については.1950年頓から全同的な規帽で調虎されるようになったが.超大型魚は.1948年以前の

+本報告の十鰍ま邦35回サンマ研究討論会 (】986年3月13El.塩釜市)でTj頑発表した｡

博文番号 A146(1988年 1月21日受理)
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洗網独英時代に,体長340cm以上にモードを持つサンマとして報告されている (木村 1956a)｡しかし.

北ETq太平洋群のAil間柄濃において.中型帆のl)R良の行方について一つの鍵を作っている (一[''･.d'rH1 1957)と

された超大型サンマの詳細Ii-稚JL-は崩近までなかった｡

本報告では.棟木の魚体各部と的集散および符稚冊数を凋ペ.耳石と餅相の姐寮と言1測を行い,その結

児に誌づいて,-般曲腫物との比較を試みた｡

本論に入るに光寸ち.懇切なる御指導と怨ilHil文献のilrllをいたたいたik｣ヒ区水確研究所㌍源第-研究

零小坂柁主任研究r'Llに深謝する｡また.魚類121報サービスセンター山本孝氏並びに釧路抽選協II'胤合播朋

茄氏にはJa垂Iil標本を提供いたI=いた｡ここに記して厚くお礼LljL上げる｡

材 料 と 方 法

標本は.1985年9月24日に色丹左折llの北緯42度30分,東経 146度20分 (Flg1)において搾受相漁船に
より糾垂された1尾である｡ この体長 (̂ 村 (1956b)の肉体良)と体正をinIJ定し.頑長.体芯を計測し

て.さらに仲.生梧脱irI品を謁へた｡;I'1綿と常細の亀吉条と小難緒および脊椎竹の計数は.軟エソクス線で
標本の骨格を栂影し,そのフィルL1_で行った｡

耳石と誠の観察は.実体顕微鏡 (40LIut)を用いて反a･1光で行い,司時にマイクロメーターで各部位の距

離 (後述)をl/1000dnの精度で計測した｡左右2仰日本の耳石は.lr･.Fi.'l(1957)にしたがい魚L如 ､ら取り

出して水洗いした後乾燥させて,キシロールを満たした♯ローグラスに平滑面を上にしてtL:め.その透明

絹と不適Il)日等;の配列を拙索したO耳石､t′碓および透明Y:iF半径と幅の計測は,耳石の中心部より斜め後ろ上
方の線上 (Plate2)で行った｡また魚体の背始基部やや前方の部位から採巣した4枚の浜をプレパラー ト

にして,鬼tfl(1960)と小坂 (1978)にしたがい餅相を糾察した｡鱗良および隆起線半得の計dLJは.朕の

Flg IMaporthesoutheastern､vaLersoHiokkaldoshowtngaCapture
locauon(solldclrCle)olaremarkablylarge-sIZedsaury
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掲出部を~等分し.鴨点を辿る紋 卜(Plate2)で行-,たO甘石および蛸の諾†洲部Jt'Fは次の辿りである.

Zr石半椎 lPJL､部から耳石外縁までのfFr離

遠ul)･粁p-径 -中心部から明瞭IFLl通IljHifの内縁までの距離
i義明一日;の幅 透明-:i;の内紬から外uまでの距離

餅 良 作･Rから城外緑までの距離

隆起線半径 鴨ノーtから各隆起線までのぎ巨離

結 果

1 魚体各部の測定

この超大型サンマの体長は382cd)であったC偵本の測定結巣をTablelに示す｡亘日長比(成長/体長)

Table1 MeasurementsandcountsorarernarkElblylEIrge-S】Zedsaury,ColoLabLS

saLra,takenaL42030'N.146o20'EonSeptember24,1985

Body Body Sex Gonad Ilead Body Dorsa】 Anal

length wOight woiFht longth height

(C皿) (., (9) (cn) (cm) rili's rlnle･･s rri;s f】nlets

382 242 Tnalc 240 73 45 11 6 14 6 66

と体高比 (体芯/[本島)はそれぞれ019と012であった｡また肥満度 (体重lg)xlO6/体長3(nzn))は434

であった｡他は雄で.栢児は､1三組状で乳白色を呈し,成熟していた｡
2 蛾条敷および育椎骨致

標本の7号貴方および帯紙の始粂数は′ト離婚を含めて総数でそれぞれ 17および20であったO脊椎冊には.

小遠 (1956a)の報告にみられるような児常型がみられず,その数(ld郡倒大骨 urostylcを除く)は66で

あった｡

3 耳石と蟻相

採班した月石は矢かこ形で,中心部がやや透明にな-,ており,そのJ.'.]辺には不透明な部分が形成されてい

た.この外側にはさらに透明帯が形成され,耳石の外鰍 ま.不通りJな絹域で終わっていた (PlaLe2)0

耳石の､t三往および速叫目指の半径とl.ljは,左右の平均でそれぞれ0820Dn,0555mzDおよび0041mであ

った (Table2)｡

掛 こは.岐点を組みIL･A]心円状に広がる隆起線が多数見られた (Plate2)Cまた隆起線の配列が::機 に変

化している領域も数カ所にみられた｡しかし,この6rI域の境界は不明瞭で,これを輪 (堀田 1960)とし

て判読することは閃難であった｡標本の餅長は2755mから3007tuzBの範囲にあった (rrable3).

塀&)の特徴をみるために.小坂 (1978)にしたがって.餅の降起線半径の計7JIIj値をもとに.娘の焦点か

らの距離01mb)こ′とに降起繰間脂の平均値を求め.餅別に隆起税目川編の変化を湘へたOその結児.隆起線

FluE掛ま桔点からの距離の増加に作って増減しており,蛸の外uに適するまでに陣起線間隔の狭くなる部分

が致カ所にみられた(Fig2).このなかで隆起馴 lll幅は焦点からの距離が20dJl付近で最小値 (約002

m)を示した.
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Table2MeasurerneTltSOfotollthsfrom alemarkablylarge-sIZedsaur-y.

Otollul
radluS

- . - t.E-L

rlght 0804

left 0835

mean 0820

TransparenLband
radius Wユdth
(tBn) (DD)

0550 0058

0559 0024

0555 0041
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Table3 Measurementsorscalesfrom aremarkablylarge-sIZedsallry

Nu ScaleradluS
LLbl

oo

飴

75

75

8

3

2

N

2

2

考 察

EE本近海の磯大型サンマの漁獲記掛 こついては.1948年以前の流網漁鄭 引七の報告がある｡そのIitかで

木村 (1956b)は,｢哨紬23年 (1948年)以前のサンマに関するiEtl況或は漁場の海況及び魚体測定記録は柿
る貧弱である｣とし11-郁らも.10月の三陸沖のサンマ漁獲物に,昭和17年 (1942年)には体長390cD台,

また昭和22年 (1947年)にも体長 360cm台の.例年の大型他よりも大きいもの (超大型魚)を推定ある

いは実掛こ測定したと述-ている｡本報告で述へた標本サ./マの体長は1942年の超大型サンマに相当し,

理論的に推定された極限体長 3899czu(渡辺 1966)に近いものである｡また.棒受綿漁遵時代の1971年

から1986年までに釧路水試が調査したサンマ魚体測定記録 (測定足数 164,634足)を淵へてみても,負

大体長は350cm台であった｡ 標本はこれを約 30cB上垣]り他に報告例もないことから,近年ではEl本

掛こおける本種の盛大体長記録と考えられるOなお著者は.千島列島のはるか北側の水域で "マスのよう

fi-大きいサ/17''をみたとの情報を一部の漁業関係者からilているが,それはこうした超大型サンマを指

すものと思われる｡

本報告で述へた超大型サンマは,体長に対して頭良がやや短いが,体高比あるいは背鰭や背鰭の韓集散

と小離婚数については,日本近ifL)の北也太平洋に分41する,体長が 240cm以上のサンマ成魚の形態的特

徳 (小越 1958)とはほ一致する.また肥満度は 434と低く,秋季に道東水域で漁連される体長290-

310cmの大型魚の肥満度 (和m 1981)とははI｡】じになる｡さらに楕袋の形状と色は,このサンマが熱

度進行群から完熟群 (小過 1956b)に至る成熟過程にあったことを示している｡したがって,超大型サン

マは軌裡された時期と水域も含めて推酬すると.晩秋から冬季 (10月～2月tLi)に三陸から常磐沖で産卵

親を迎える大型魚 (姻山 1960.中林ら 1968)と同じ肥満度と成軌状態を示し,北丙太平洋群の産卵戒

蝕と考えられる｡

超大型サンマの脊椎冊数は66であり.群叩Y;J伯を扱った知見と単純には比較できないが,掘出 (1960)

の報告にある.中型群や特大型群よりもてl三均脊椎冊数の多い大型群のものに対応すると考えられる｡
耳石の透明･1rT,trと不透明揃の配列は.菅ri"(1957,1959)と掘出 (1960)が指摘している大判魚の耳石の

形状 (タイプ1)と一致し.透明帯が一本でその半径が05m台であることも大型魚の耳石の特徴 (娼m

1960)と同じであったO掘田 (1960)は,体長 t60-330cEDの転岡において.サンマの耳石半椎 (R)

と体長 (L)が内税的なr失】係R-02251+000194L(m)にあることを報告している｡この式を川いて推定
される大型魚の耳石半径は0788-0827mで.超大型サ/マの耳石半径はこの範囲にあった｡また,逮

明帯の形成時期が王に晩秋から冬である (即 日 1957,坂田 1960)ことから.超大型サンマは大型サン

マとほぼ同じ年齢であったと思われる｡

塀相の客観的1i-表示法に関して.餅の隆起紋の判読･分岐および収敏郎 (乱れ)や隆起矧日隔の変動を
検討した報告がある (姫Efl 1960,小坂 )975.1978.】979)｡このfilかで,小坂 (1979)紘.サンマの餅

の成長にともなう隆起矧川帖の変動状態を鞄別に調へ 辞の随起矧11.1隔の変化には大型租と中型帆でそれ

ぞれ独立したパターンがあることを明らかにしている｡そこで.本報告の超大型サンマの粥相 (FIE2)
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が大判飴と｢P塑他のいずれに近似するかを小坂 (1979)の知比に基ついて検討したところ.その隆起緑間

隔の変化はLIIJ与り,(は りも大型.fTtのものに近い幌向を示した (FIE3)｡たたし,超大型サンマの隆起縦間隔
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Dataonmlddleandlarge-sizedsauryaretakenfrom KoSAKA(1979)

が大判サンマの数値より全体的に低かったが.これは蛸の変形した部伯二(Plate2)で測定したか,あるい

は凋べた餅が小さめであったL,J他作がある｡小坂 (1975)はyJ魚から大型魚までの托料により,妹良(S)

と†心i(L)との関係を一次IrL縦式S-00043+000956しくm)で表しており.この式から求めた大型
仏の購良は2777-2968mで.前述のZf石と同様に組大喝サンマの島削まはは大fy_飴の群の大きさの範囲

にあった.このように標本の耳石と薪とは.それそれ人地租の形質の大きさにあった,爪で一致することか

ら.採処した餅は標本をはは代点していたと考えられる｡

超大型サンマの賦細の特徴として.鱗の外線1[近 (化点からの距離25-27mD以上)で隆起緑間隔が

広く11っている (FIE3)ことがあけられる｡これは,｢賊の縄起馴 il隔が相対的に幅広く形成される時
期のflJは代謝所作がLml.く,また成kb■liいてあろう｣という小坂 (1979)の仮説に基づくと.このサンマ
が,本来なら人側tlt･1)大きさに近つくにしたかい成長の停滞するものが,餅長とl本長とのr父】係 (FLIT｣述の関

係式)によl川tnlされる仲良260-280cd)以後も成長し統けたことを7r;すものと考えるO

以上より.本職て!テク)超大型サンマは,その生鰍芋的特件が秋季にEl木近海の北西太平洋で漁場される大

たものと･EJえることかできるoLたかっでLTlHiH(1957)の想促 とはTuilり.巾型サン17か成践したもので

はIitいと推定される.

流網漁卿 .fTt:に山LRした超人Iil租かA=WL=Slで述へた超大型サンマとr.,ILよう1il生物芋的特件を示し.ま

た人型額､の咋齢と一致していたかはホ明である｡しかしながら,北Ilti人､lま掛 こおいて超大型サンマの先見

回数の少1,i-いことはこの他の帆本数が極めて少ないことを示しており,本桃のJli昆fF齢が大型仏でイ涙説さ

れているl十咋 (小坂 1979)程碇であるL可能作も考えられるoこれについては,耳石の透明:ほやホ透明

:汀あるいは窮の隆起矧;柵月の広与火を,火定する機梢をu))ちかにし検討する必炎があろうO耳石のuJr'･J焔様の
輪杖状連が年齢やばLiなどを鳥相け るための†J効fJ手段とlEilることが示唆されており (西村ら 1985).こ

うした□齢形質の傾.Jも含めて本椎における咋齢爪定法の確立が急がれるo
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要 約

1985年9j1,道東太てI7一作栴域で棒受網7lll船により7ltI牲された超大型サンマの糾本各部.堵集散,TF椎骨

数,耳石形状および賦棚を調へた｡

l このサンマは体技 382clnで.流網漁業時代に漁極された超大型サンマに相当し,1949年以降の搾

受網Eltl:紫時代における本性の最大体技記録と考えられる｡

2 体技に対する体芯の割合と背蛸および帯締の相集数と小離紺数は,それぞれ日本近海の｣ヒ由太平洋

で秋季に魚種されるサンマの特仕儀とほほ一致したC

3 このサンマの肥満資は低く,梢柴が成熟していたことから.秋季に道東沖から三陸沖にかけて分布

する体技 290-310cTlの大型サンマと同じ成熟過程にあったと考えられる.

4 刑任骨数,耳石形状および餅相は,餅の外触付近を除きこの大型サンマとはは一致した｡

5 この超大型サンマは年齢rrJfこは大型サンマと同じであり.体長 260-280cm以降に急激に成長し

たものと考えられる｡
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キタムラサキウニの生殖周期と飼料摂取について

第 1報 生殖巣の季節的変化

吾妻行雄 ･元谷 怜 ･菅原義雄

(｣ヒ海道立函館水産試験場)(東北大学農学部)

Reproductive cycle and food ingestion of the sea urchln,

Strongylocentrotusnudus(A.AGASSIZ),ln SOuthern Hokkaldo.
Ⅰ.Seasonalchanges of the gonad.

Yuk10AcATSUMA,SatoshlMoTOYAandYoshlOSUGAWARA'

HohhaLdoHahodaLeFtsherLeSExperlrneTtLaLslaれom,Hahodale,Hohhaldo042.JapaTL
●
FacuLLyo/AgrlCuLLure,TohohLLUnLUerSILy,Senda1980,Japan

ThereproductiveCycleolapopulaLIOnOrthesea urchln.StrongyloceTLIT10LusnudLLS,

collectedattwostatlOnSOfdlfferenLdepths(2m elnd tom)lnthecoastalWatersOl

Fukushlma.SOuthernHokkaldo,waslnVeSugatedrrornJune1982toNovember1983The

gonadindex andhlStOiogLCalobservationsOngonadssho＼vedaclear一yderlnedannua一

reproductlVeCycle.TheresultsweresummarlZedasroLlolvs.

1 ThegonadIndex (gonad welghLXIOO/LoLalweight.どwetwelght)reachedtoa

maxlmum -∩Julyat2-m depthandlnlateAugustat10-∩ depth Thegonad】nde.Yat

2-m depthwasconsIStentlyhlgherthanthatat10-m depthexceptroIAugusL

2 GonaddevelopmentreachedapeaklnJuly-Septemberandspawn】ngfmlShedby

一ateSeptember MostlndlVldualsat10-m depthchangedtorecovellnggonadsm mld-

NovemberalthoughsomelndIVldualsat2-m depthpossessedspentgonadsFrom late

SeptembertoDeceTTlber1982

3 Afterspawnlng.rellCLovaweredegeneratedandabsorbedIntonlJtrltlVePhagocytes,

andsomeresldualspermatozoawerephagocyLIZedbynumerousnutrltlVePhagocyLes

4 ThespawningOrtheseaurchlnSatbothstatlOnSOCCurred From Septemberto

October Four-armedechlnOP)uteuslarvaewerethemostabundantlyco一lectedlnmld-

SepLember,whenthereproductlVCaCtlVltylnSnLLduspeaked

報文番号 A147(Ⅰ988年1月2]E]受Ilu)
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キタムラサキウニ Strong二yloeenLrotu,S仙dusは.姫｣ヒ地〟沿梓から北海道日本軌 ヒ部沿岸にかけて

の破限執光のITi資11-対象種である｡ノ奉拝の漁繋生産を高めるためには.可食部分である生殖巣の党if過指

を漁卿 寺性に応じて把握し,それに基づいて汽源の哲Fj!と増柄技術を顎定する必要がある｡

これまでキタムラサキウニの生殖油の発達過掛王.泉的および質的の両面から北海道の南部海域112).余

市TEl岸3).北部繭域4)と青森舶奥戸沖5)で明らかにされた｡しかし.生態児の丑的な発達は同一軌跡 こお

いても.生臼､城南によって種々に変化することか知られている6･7)｡そこでキタムラサキウニが捜所から
深薪まで広く生Elす る福島即浦帥地先7)の水深の兇なる2凋血点て.lt埴児の発達jA程を質.是FEi面から

の比較検討を行っ1こ｡また,同時に耗卯籾を明確にするために,7%遜幼生の調査も行った｡ これらの誠広

生態児の季節的変化を明らかにしたのでその桔架を報告する｡

本研究の取()まとめの織会をriえられた東北大'半農一学部数授野付止博士.1iLらぴに取りまとめに際し卸

助言いただいた頼｣こ区水産研究所谷口和也三代研究官に好く御礼申し上げる｡また釧路東部地区水産技術
館放相可所佐々木酋lllJ普及巳.El苗虫部地区水産按ill普及指gl軒加#Fgl主任.福島町役場小林楢係長fi-ら
ぴに福島町i(LI繋協同糾合の関係各位には凋禿に軒し柊始こ協J)をいたたいた｡ここに記して謝意を表する｡

材 料 と 方 法

桁偽町7FJifEl地先のJk探2m (StA)と沖合いのマコ/プ謹縫施設付近の水深10m (Sta)に調近点を

定めたくFlg.1)｡これらの地点において1982咋6月から1983年1けほ で,はは月 1回の割合で.SCUBA

潮水によりキタムラサキウニを約30個体採LBするとともに,軸那加の生田状況を観察したOただし.1983

年6)=こは SLBの1tltT.iか確認でき11かったため.衣荊施故の トで採処し†こ.採放したキタムラサキウニ

は殻篠,食ITl凪 生卵-EiiTlqを計測し(lI1位伽.g混血Bt).LL楢火指数 (生地児磁束Xloo/全gi丑)を求
めた｡また.JENSEN8)の方法により年齢爪定を行い.満年齢を求めた｡

生柄細N'dの形成過程を知るために.矧叫7-9個体から生Wt址の小片を摘rIJ.し.プアン氏液でⅠ占は した

のち.iq,:aのパラフィン7:i-により6-7/LmJ'7の切片喜作劉した｡切片はマイヤーの酸性へマラウンとエ

*ノンで二血敗色し,相称半的に視察した｡
キタムラサキウニの浮遊幼生のHi現免の変化を把捉するために.取岸500m (St.I.水深15m).鞭岸

1000m (SL2,水深26m),拒LP2000m (SL3.Jk深43m)を咽丑点とした くFlg.1)O

これらの地点で1982年8)Jから1983年3Jlまでdr24rulにわたって.北焔式ブランクト/ネソト(XX13)

を梅r在から梅L由まで鉛両に)回曳いて.採災した浮遊幼/とを計放した｡

水温は北和ia及増血某振興公社編 ｢轟確執切iBl況税測取まとめ｣那12-13弓･から福砧町吉岡の岨測低を

引川し†こ｡

結 果

1 キタムラサキウニの大きさと年齢

St.A とSt.Bで採袋したキタムラサキウニの戯i量の.,ト測低と年齢をTablelに示した｡採沸したキタ

ムラサキウニは.Sl.Aでは35lJ以｣1..SLBでは 40-以 Lの殺経机を示し.いずれも3齢以上の個作

であった｡SLAでは平均-&'t径か 501■前後で6齢以上の個体が多かった｡SLBでは 55■以上の大型な

偶作か多く.St.Aに比-て10齢以上の.17;齢個体が多かった｡また.)983*611にマコンブ養殖施設の下

て採処した偶作は,､1'Ji-JhrL経か 857t■と才しく大きく.IO齢以上のrS齢偶作が全体の61%を占めた｡

触感ylは,SLAではF.q年無節サンコモのみかみられた｡St.BではJ...1咋アナメか少稚ながらみられた

のに加え.席から夏にかけて季節的にケウルノダサのrtJf=かLu案された｡

2 生沌兼指数の季節的変化



Table1CharacterlSLICSOlSuonLg)′LocenlT10tZLSntLdusateachstahon(̂ andB)

SL･̂ (2m depth) St,B(Ion depth)

･u-berordTleaSLeter(.' tBv篭yht(9, 禁 aoc'hlnadgleVlgdruoaul岩 Nu-be√or;.cas∴ete,(., Pv篭yht(,, nOeaOcfhlnadgleVlgd,uoaul言

Date ュnd.vlduals M±S●l ` M±S" 3456789tOIO< lndlV.duals 帆±S∵t M±St】 34567891010<

1982June】8 49

July30 34

Aug.30 30

Sep30 30

Nov18 30

Dec16 30

1983Jan26 30

Feb17 30

AI)r 8 29

May26 30

June27 2Ll

472±38 420±115

487±54 531±166

477±50 468±119

501j:44 593j:138

472±33 LL68±107

516±51 603±143

480±45 507±Ⅰ55

501±39 585±126

LI80±44 509±142

508±37 589±日8

484±38 542±L29

28923 3

212342 1 4

271032

235155 9

2510103

268122

)II6ll82

1213652

】3486 8

)5764 1

July26 30 534±60 760±25_4 11 2I1067 2

Aug31 30 544±47 683±161 35910 3

Nov21 30 492±3Z 565±119 231065 3

23 553±58 696±260

28 609±28 798±134 17533 Ll

29 655±4ー6 1082±209 2123575 4

30 587±35 797±L5L) 235I55 9

30 718士45 1488j:268 12 I58 13

27 690±7ー1 1390±344 1 2356 10

30 716±58 1522±406 11796 6

30 767±76 1762±LI84 1I1I268 10

30 67Ll±56 L297±329 12 247 日

28+2 857±53 2937±490 172 1 17

30 695±68 )349±391 1 23432 15

29 787±49 1851±343 1 164 16

30 731i70 1531iLl02 1)I34 20

+1 M andS lndlCatCmeanValueandstandarddcvlat.ュon

+2 IndlVLduaIscollectedunderthecultlVat10napparatusOlLamLJlarLaJaponica
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Fig IMapOlFukushlmaareaShowlngtwoStatlOnS(A.B)whereseaurchlnS.
S rLudLLS,WereCOllectedandthreesLaL)ons(1,2,3)wherethe)rpl8nkLonlC
larvaewerecol)ected

両調査点におけるキタムラサキウニの生殖賂指数の季節的変化をFlg2に示した｡

生殖巣指数は両調査点とも11月中旬から1月下旬にかけて最も低く.ほほ鰍ゴいに推移したが.2月か

ら徐々lこ上井した｡鼓前肺に達する時期はStAで7月下旬,St.Bで8月下旬と1カ月のずれがあった.
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Fig 2SeasonalchangesorthegonadIndexateachsLatlOn(AandB)
EaChvcrtlCalbarlndlCateSStandarddev18いon
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その後指数値はSL.Aで8月から9)Jに.SLBで9J-Jから1り｣にかけて::l激に ド降した｡Tq〟.tJ奄点の

生殖娘指数は8jJを除けば周年 StAかStBに比へて高か-,た｡ま1こ1983年6川 こマコンブ養殖施設の

下で採兆したキタムラサキウニの生机-i)き指数は 251とBAしく吊かった0
3 生誰某の成熟退隠

l刷句点点におけるキタムラサキウニの生鮮柴を.FuJIl)が定めた区分に従って組に学的に批難した結

実.回独期 (Place1-LA,)B).成上i期 (2A.2B),成熟前期 (3A.3B),成畝後期 (4A,4B)

および放出期 (5A,5B.6A.68)に/J)けることができた｡これらの成執過程を各個†本毎に季節的

に軽PIEしてFlg 3に'-T=した｡

J J A S 0 N D J ド M A M J J A S 0 N
1982 1983

Fig 3 AnnualcyclesofthegonadstageateachstatlOrL(･.A.O,B)

1RccoverlngSLage.TIGrowlngStage.lIFPre-maturestage.
lVMaturestage.V Spentstage

生赦腿は両調査Iil.で. り弓から5)-1にかけて垣日日糊から成長期へ徐々に移行した｡しかし6月から8月

にかけての短期IHHこ.成良期から成熟後期へと.Llu･.速に移行したO1983年6月にマコンブ薙殖施設の下で採

集したキタムラサキウニの生瀬射 ま成軌が進行し.成執前期であったo成熟卵は6ノ｣から11月にいたる間

に小さくなっていることから9月以降とした｡i.7fb.その大部分は9月に故山された.その後生柄巣
は.StAでは1982年9J｣下旬以降12月まで放山糊の1J;態が続いた.これに対して StBでは11月中旬に

一部放lt!J期の胴体がみられたが,恒】712糊へ拶行する個体が多か-,た.しかし.1983年11月の材料では生植

jRが柿j調査点ともに.大部分のものがLdは期へ移行Lてい1=.FJkH順は.雌では桟存卵の',)粗 再吸収と

栄焚細胞のWl如 ilf;允に行われていた (PlaLc1-6̂ :Oこれに対して雄では.桟存した措T-が愈作円によ

り架jS細胞にl探り込まれて,特殊な将校として純然された (lllclteト6B)｡

4 初期浮遊幼生の出現状況

キクLラサキウニの4腕期幼生の調査,['.JjuのHJ.馴 削本数引Tlg4に示した0

4耽期幼生のけ機 個体数は,各朗飛魚ともに91J上旬と卜i]).1LL-らぴに10JJ下旬の3回にわたってと-

クが1.Lられた｡特にgJ｣卜句が搾Lく多かったo
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考 察

ウニXLlの企物rdJLヒ鍬 こ対する′1=.頼光の収k概は.エノパフンウニ Slro'lg)･locenLroLILSLTtlermedLILS

については.T3齢なはと増大する9)ことか知られている｡しかし.′踊 柴fE故は殻径7czn以上にli.ると.逮

ると伏 fJすることを示唆 している｡

ところか今Hの拙蕉結光では.1983年6月にマコンブ度砥施i2の下で採盟したキタLラサキウニは.10

船以 卜.の.I:,･l齢偶作か多いlこもかかわらす,.I:,I.i､Ji机娘指数を示した｡養殖施設の下は膚から題にかけて施

iiiLからr桝 lかれた().流失Lたマコンブか炊治されることから.キタムラサキウニは餌科環境か保挿され
れは.10鮎以 I.てら生殖娘のbkl<を維持できることを,T=唆 している｡SL.Aのキタムラサキウニの生地D!

指故は8月を除く各月で,SLBのものに比へて高か･,た｡ このことは 水深10mに生息する大型で詣齢

I.i-キクLラサキウニの生荊躾の成長に必要fiM料か札榊 的1こ45!しているものと推察される｡

両月B,･Liに生.LIす るキタムラサキウニの生餌娘の約校.;':qJtu繁から.両調査点とb席卵期は9月から10
7】のF")-XFuHEHこあると々えられる｡また. この軸域の産卵盛期はLl縦朋軌性のjJ,現状況から9N'Tl旬と考
えられる｡jt,1,JiB佃部海域.余市榔i!.北部dzj域と..Ii刺 .と輿JJ一沖の推卵期もはは榊 珊 】2･い ･5)であり,

JkI㍊卜降期 (20℃～16℃)に斤:-卯することで｣も姐していた (FIE5)｡
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両調禿ノ'-Lで,成長助からrJR典後脚 こ至る生殖巣の成典過程は,はは同一の季節的変化を示した｡しかし,

StAでFl-_殖小嚢内に卵とfI')1了を妓if･した状態である放出期が12月まで縦続したことは,4昧糊幼生が10

月丁句以降も少数ではあるが山現したことと一致し.作卵期が比較的長期間にわた･,,ていることを示して

いる｡

放H!.後には,雌では妓存卵の分解.再吸収と栄遷細胞の軽寺如 増 発にrrわれる｡雄では稚内荘キタムラ

サキウニに観察された特殊なSi月払4)が多数出現することが特徴である｡ この特殊朔校は.技存したr.1.7 が

fI7賂小額の構成安躾である栄養細胞に会食されたものと考えられるoLかし.次の生殖時期まで完全にIH

し.この時期の生爪兆の成熟段肌 ま,両調禿′E'tでいずれも成熟前期から成熟後期を示した｡このことは.
この時期に両胡 瓜 ●･P キタムラサキウニの生柄鵜にぷ{佑された栄荘物質の虫が児11るのか.あるいはそれ

らをエネルギ-疎として生推された生肺細胞の放矧 こ差巣があったものと考えられるDいずれにLてら生

刑細胞と栄養細胞との係わり公いについては.ウニの生柄生PJ!を理解するとで.その様f鮒 ｣帥ljlが不可欠

である｡

要 約

1982年6ノ｣から1983年1川 まで.福捌け浦flJ地先の水洋tOnの2調査員で.キタムラサキウニの生卵火

の季節的変化をJ.tJへたof与られた寿占架は次のとおりである｡

l 生柄火指数は水深2mでは7月に,水深10mでは8)=こ上之高低にiBした08月を除けばIutJ年水深2

mのキタムラサキウニの生卵災f旨数が水深10rnのものに比へ て.如 ､った｡

2 4一朝班は.｢舶 対nJ'rF1J｣から5J=こ回青史期から城に 期 へ 6月から8J=Jに成Ii糊から成淑後期へ

移行し,gj｣に放出期となった｡キタムラサキウニの珪肺-niは,大深2mでは1982咋9Jj以降12月まで放

EfL期が絞いたのに対し,水深10mでは1川 IJ･仙 ま剛 日収へ移行する剛伽 埠 かった｡
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3 卵または相子の放出後の生殖巣は,雌では残存卵の分弧 再吸収と栄養細胞の修了史が行われ.蝕で

は栄轟細胞内に特殊な糊校が多数山現した｡

4 両調査点のキタムラサキウニは9月から10月にかけて産卵し,この海域の産卵盛期は9J]白旬であ

った｡
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キタムラサキウニの生殖周期と飼料摂取について

第 2報 消化管内容物量と殻重量の季節的変化

吾妻行雄 ･ 菅原虎雄

(北海道立函館水産試験糊) (瀬｣ヒ大学丘学部)

Reproductive cycle an d food ingestion Of the sea urchin,

Strongylocentrotusnudus(A.ACASSIZ),lnsouthernHokkaido･
Ⅱ.Seasonalchanges of the gut content and test welgh t･

Yuk10AGATSUMAandYoshlOSuGAWARA'

HoJlhaLdoHahodaLeFLSherLeSExpeTILmenLaLSLaLLOll.FIahodale.Hohhaェdo042.Japan

'FacuLLyo/AgrLCuuLLre.TohohuUnLUerSLEy,SendaE980,Japan

Theseasona一ChangesofthegutcontentIndex(volumeorgutcontentXIO/testdlameter2

/testhelght.cm.gwcいvelght)andLestwelghtIndex(LestwelghtxlO/testdlameter2/test

helght.cm.どwetwelght)ortheseaurchin.Stro′lg)′LocenLroLttsnudLLS,COllectedattwo

sLatlOnSOfdlrferentdepth(2mandIon)lnthecoasLa)watersorFukush】ma,Southern

HokkaldoWasexaminedFrom June1982LoNovember1983Po)ysaccharldelnthegonad

wereobservedhlSLochem)callybythemethodorPer10dlCAcldSchlrr(PAS)reactlOn

TheresuJtsweresummanzedasroHows

I TheguLconLenLlndexreachedLoamaxlmum lnAprl】aL21m depthandlnMayat

10-m depth From Ju】ytoNovember,thegutcontentIndexandgonadIndexaLboth
stat]onsshowedrec)procaltendency

2 TheLestwelghLIndexreachedLoamaxlmum lnJanuaryat2-m depth At10-m

depth,ltSho､vedllLt)echangearidwaslowerthanthatat2-m depthlnallseasons

3 TheFASreaCtlOnOrthegonadatreCOVerlng一matureStageWaslntenSelyposltlVeat

bothsLaL)onsbutILwasWeaksoona一tersptlWnlng

4 lnbothsexes.nutrltlVeCCllsusual)ygrewlnS)2:eandstorednutrlentSforusedurlng

garnetogenesISlnPAS-PosltlVe.eOSinophlllCglobulesascyLoplasmlCglycogen Asgametes

becamenumerousLnteSLE･Sandovar)es.theglobu)esWILhlnthecytop)asm ornutr)I)ve

cellsdecreased lnnumberandtheP̂ S reactlOnbecamelVeak Aftersp8lVnlng,the

nuLrltlVeCC)lsshrankandlostthelrnutrlentreserves.

博文器EI A148(1988年1月21El受確)
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ウニ蛾の帖内に摂取された食物は.基礎代謝や活動のために必要なエネルギーとしてまず消放され 余

剰のエネルギーは†古紙鉱物質の補充と増生に向けられる｡エt/パフンウニ SLro'lgylocenLroltLSLnler-

medLLLSでは.これらのエネルギー転換が明らかにされ.成体個体の体成鼠 生殖巣成長.放卵 ･放椙な

どにかかわる物fm 謝には,埼期的な年変化があることが明らかにされている1･2)｡

著者らは邦)報で,福島町浦和地先の水沫2mと水深10mに生息するキタムラサキウニStrongyLoceT1-

LroLusnudLLSの生病巣の季節的変化について報告した｡

キタムラサキウニの生殖巣の成長ならびに体成長と.これらを支えている棋餌活動の年周期を知るため.

各nに両調査魚で.消化管内容物土と鮫iTiJLを調べた｡また.研会された食物から生殖典の栄養紅胞に蓄

描された栄尭物質を組府化学的に調べた｡ここでは, これらの飼妻から若干の知見が得られたので報告す
る｡

ネ研究の取りまとめの機会を与えられた東北大学農学部教授野村正博士に厚く御礼申し上げる｡また鯛

丘に際し.終始iH)協力いただいた別路東部地区水産技術普及指斗計帳々水巻則普及且.El高東部地区水産

技術幣及指尊前加#剛主任.福島町役場′ト杯綿係長ならびに福島町漁業協同組合の関係各位に深く謝意を

&する.

材 料 と 方 法

苅 1報と同一材料について.殻径,殻高,消化管内容物並丑と穀iIi丘を計測した(単位cn, 9湿重丑)｡

これらの計測値から,消化管内容物指数と殻重点指数を下記の式から井出した｡ただし,穀連射 こは口

器の相丑も加えた.

消化管内容物指数=消化管内容物ifE叔×10/(殻径)2/殻荷

役ITi免f旨数=殻_tT血×10/(殻径)2/搬苗

両JWモノと･.のキタムラサキウニの各成熟過掛こおける栄舞の鳶榊犬態を知るため,生殖弧小片をパラフィ
ン包岬し,LIFLm厚の切片を作製した｡これらの切片を.マクマヌスの過ヨウ素酸･ノッフ反応 (FAS

法)により熟色した｡また同時に唾液消化試験を行い.グリコーゲンの倹Hlを行った｡

結 果

1 消化管内容物指数と殻王t指鼓の季節的変化

両調衣魚のキタムラサキウニの消化管内容物指数と殻東泉指数の季節的変化を,生殖巣fB政と対比して

FI昔lに示した｡

S･,Aの消化17内木物指数は1982年8月から日月までL･_昇し､12月から2月の冬期問にははは故這いに

推移した｡その後指数値はr･_昇し.LIJ]ヒ旬に14と故も訪い鮭を示したのち下降し.8月下旬に05と

鎖も低かった｡St.Bの消化管内零物指数は9月から1.昇し.12月に一時下降したものの再び上昇し.

sLA より約 1力Jl雇れ1=5月下旬に14と娘も高かった｡その後指政敵まSt.Aと同掛 こ下降し.8J]

下旬に05と心も低かった｡両讃査点の消化管内容物指数と生殖娘指軟とは,卵と精子が形成され.それ

らの放出かrrわれる7Jlから11月にかけて逆の変化を示した｡生殖典指数は8月を除く各月で,SLA が

st.Bよりも高い脈で惟移した｡これlこ対して消化管内容物指数は,1982年6月と1983年5月から7月に

かけてSt.BかSt.Aよりも高く,他の月では内謁去点で糊だfiL差はみられなかった｡

戯Iri-赦招致はStAで】982年6月から8月下旬にかけて下降した｡その後,fE故はばらつきがあるもの
のl削ヒt7内巻物指数と同掛こと昇し.生殖児指数が巌も低い1月下旬に44と巌も苗かった｡2月以降.

指救掛 ま漸減し.8月下旬に39と低かった｡St.Bの殻lTI克TB政はl司年SL.Aのそれよりも低く.季節

的Ii変動か小さく,糊首fi-周期性はみられなかった｡
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2 生殖兼の多境頬の検出

LJj胡ft･.'Lのキタムラサキウニの生砥児の収軌過riに対応したPAS反LL.の結果をPlatelに示した｡

PAS反応はILLJ胡満点で1如I欄 直後に粥く.それ以外の時期には掛 ､軸性を示した｡この反応は.生地

火中の兼題細胞て特に強く.崇葦細胞中に多血 の多糖加が存A=.することを示した｡ これらの多糖類は.哩

虎による消化J験によって消失LIiいクリコーナ/以外のものも多血にFt止した｡発展細胞は生殖柴の発
達に作って小判とIir).放的に減少し.故山期以後から成Lk恥 こ至るrRlにグリコ-ゲノをはじめとして.

多くの多糖班を崩㍍して肥大した｡

考 察

この時刑の生態児はkd後期から成長期へと移行し.付的な増大か始まる時期と一致した｡このことは,

㍍余された餌fnま王に生埴柴の増大に転換されることを示唆している｡その後.7月から8Jjまで.生葡

児桁数の r･_昇に対して消化管内容物指数はfJ陀Lた｡ このようli変化は.工/パフンウニ2･3)やヨーロ′パ
オオウニ 血hLnuSeSCLLLenLt,S4･5)にもみられ 生態娘か岐熱すると折田領か逆に減少することを示して

いる｡所出(iJri.のln化管内苓物指数のAi高低に過する時期rr')なずれは.第 1報で述べたようlこrr生梅点が

叫iFi少riいことから.流れ超や萎碕コンプIcLlどの供給される爪や鴫掛こ左右されるとjJえられる.また生

柄in指数のめ高低に止する時期も.SLBがSt.Aよりb超か-'た｡このことは.卯と桔+の形成前の摂

餌屯か.生地児の爪的に先達する時期を左右することも考えられる｡いずれにしても.キタムラサキウニ

の桝糾RjtとIH化哲内界物指数の軽合性を検討し.摂ALIと成熟のl巣順を明らかにすることが必要である｡
ェ/パフ/ウニは大喝個肘まど殻iZi屯指数か低てすることか鰍 ;されている3).I.,]様な傾向は,1984咋2

J]に､L'I旭光で凋へたキタムラサキウニにもみられた(1･11g2)｡このことは殻の東成が殻内の休機の他人に
対して刷対的に減少することを示している｡これらのことから.人V.個休の多いSLBの殻亜丑指数が.

StAのそれよ')ちll.,j咋低く推移したものと判断される｡当地光のキタムラサキウニのFjR良は.｣ヒHJlinL1

本軸柵 J,ま.人､l三拝拍ji!そして,..1森県糾 削こおける例と比較してB-しく遅いことが鰍だされている6)｡しか

も本研究で川いた千クムラサキウニは.邦1軸で,Tl･したようにr,qJadl':Lで大部分が6齢以上と高齢なため

(こ.年rHlo)lJRLk率か低いものとllt定される｡消化･Tf内'#物指数ばst.Aで魔卵後再びl二外し.これlこけい

し
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愈竜虎指数も上舛し,1JlF旬に最も苗か.･'た｡ このことれ この期fi;11こLtt愈された餌料か.王に芯の増
/とに転換されたための変化であるのか今後明らかにする必要かある.,

ウニは炭水化物を多く含んでいる両用蛾を'P,金としているので.その作内には多くの災水化物か.q'はさ

れており.蚊良.成熟と放卵.放fHtなとに必紫Iiエネルキー蘭としてfUtlされ.成熟期の生旬独り｣に弟指

された抜Jk化物の内.クリコーケンはtJJ60%の代打凧を示すことか報浩されている7)｡これらのクリコー

ケンは.アメリカムラサキウニ &rongylocenLroluspLLrPtLratuSでは.lFilヒTf壁に貯戚されると軸行さ

れている8)｡キタムラサキウニでは PAS反応の紙-班.′ヒ砥巣小の栄丑机眼中にもグリコーケ/か多才't

に存在することがLl)lちかとIiった｡これら実在細胞は′ヒ析iRの成畝に什･'て小判となり.馴′)ti減少を示

す｡ このことは卵と事.ll[･の形成に必ii;fi.エ不ルギー澱として,rT'威されている栄養物質か/ri'Eyさnること
を示している｡栄虎細胞は.このように/L=碗rrlltHとのri;1迎を有することは明らかであるか.今後食物の質.

鬼など栄養生PJl繭とのrXl迎件を解dJけ ることも必■&;-であると考えられる.

要 約

1982年6月から1983年日月まで.福島町村ifu地先の水深2mと水油IOmの2調査点で.キタムラサキウ

ニの消化管内巻物TB散と克,trL虚屯fB数の季節的変化を凋へた｡またJt砥娘中の多地域を PAS法によt)組

拾化学的に機素した｡得られた結架は次の通りである｡

1 消化弔内木物指数は水深 2mではLl臥 水深 10mでは5T=こAt市値に通した｡両調査点のキタム

ラサキウニの7n化円内苓物桁数とJt値児指数は.7Jlから11月にかけて逆の変化を示した｡

2 歳垂満指数は水深 2mで1月に娘1.7)Tz代にjSしたB水深 10mのキクLラサキウニの恕垂血相故は季

節的な変動が小さく,J那F一水沫 2mのものよりも低かった｡

3 両調Tt･Jlのキタムラサキウニの4=.植niの PAS反IE､は放出糊Il■L後に頚ilく.それ以外の時AIHこほ倣

い脳性を示した｡

4 生柄iAlトの栄達細鰍 まJヒ確娘の成矧 こ作-,て小7FJとなり.fit的Is減少を7T;し.放山期以後から成良
朋に至る即日こグリコーケンをはじめとした多棚ylを招和して肥大した｡
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石持,<における底生魚類の生産I兼造

第 1報 春季における庶生魚頬の群集キー連と分布

様式の類型化

'/.･;Jk 轄 ･小池幹雄 .川ffi'lt以 ･ 亡帆uE

･ヨ1-,I.'fr雌

I984-1987110)Ll-5日に.11㌢f1.1で水深別 に

艦/ト血税を採yLL.耶ko)純血特化を検dTLIこし

またクラスター/))折.ト収LJ)分析),よひl対/'J)折

に上り.'liBl.ftL輔o)分/Ti様Jt:a)XlllMヒをnlみた ､当

海域ではスナカレイ ー/ガレイ.ソウ-ナiJ.よひ

ヒレ'/t,の4抽U)カレイ方tか ｢&'-構成椎である

Ll押o)カレイ研o)濾.肘 壬Jk頂2t 40mでl11,1JL､か,

深くIJTろ(こつれて侠 卜する そu)ため外帆唖の組

成か,Fly,]化して41m以淀ではLnku)多捕r生か拓く

111るL,-F成分LJ)析と囲+'J)折11'̂クラスター0)節

釈をrrえる!'ぇで17効である f=成分分析lこよると

庇JI=_.frL頂の分布様式は 祓い耐/で組成TIJ合o)高

い瓜挿.深い海ILで組成割命o)㍍い魚挿.行海区

で柳成判命かはは 一枝の.ftt緒と汗しく糾rJi'.mftの

低い仙掛こ人きくyIQ_化される

^144 ｣ヒ水式研噸 30 I-a8 1988

講東沖で漁礁された超大型サンマの生物学的特性

今 Jl ぷ 弘

]985咋9JJ iE史太平ITゐ域て帖ヱ鞘軌掛 こよ

I)漁連された超人句サンマJ).fTL仏ti取 持粂奴.

升tm'Jth.y石形状およyJ嘆附を淵へた このサ

ンー/u作品382C皿で.液相dt.Å時代に〆E雌 された

超人刊サ/γに相､L'lL.1949叫以降oJ怜文納札某

時lt:(こおける本棚のJ正人作品uJi,iとそえら≠した

体l<に対する休F,;の判介と7号蛸および鞘始の貼負

数と小難蛸敬は,そわそわ秋f-に｣ヒ西人tI'･IYて111

hEI性か低く 耶uibJJX熟していたことか{,,iA-1k
沖からこ昨沖にかけて分巾JTる290-310cmの

大仰サ/-/とrl'JじIJE鼎jdf'r'にS)り 刑馴l払＼⊥r

T;捌 人および蛸Rlt) 粥の外車史トT近を除きこU)人

刊サンマとはは ･致した 也 '̂刊サ/TEllF齢的

には Ĵ刊サ/マとHLで.(+)<260→2t=)印以

師に'i'.軌 こ岐i<したも(I)とYJえLL,れた
AIJ16 ｣ヒ水ujt印刷 30 25-32 19m

北海道北部海域におけるスルメイカの生態

第 1報 冬期に,JE31岸域でサクラマスに捕食される

幼体スルメイカについて

川 lい Tli ⊥

1987叶2JJLq0)刷lJこJ;五dlli'(水Iii26 39

C)とlll)ll2Jl卜旬o)fL●lJH'(.Ll川ll(JklLi5J1
58℃)で〆E機 されたサクー/-′スU)'I'川■から.yJ

休スルノイカ(外食k26 60m)かLiいたLTれ/こ

こ山川.H本梅におけるyJ維スルノイナ)0)分/li岐

a)hL｣ヒ.,己uとtllる,.また.I'ltJr;0)向城o)水ILi!1,

幼休スルノイカの4=駄水心o)心性記iiとtJ'ろ -i

I.:.後no)海域に3t'けるサクラーrス0)hr'EYY科

目2 3JJ,1376-)987叩)に:i.tJJIll句 3

JJlIl句 (とくに2JiF句)に.'EJ'内7('i物として.

スルメイカとLilわれろLJJ体イカ(外食L'27 60m)

かu己uされていた｡ これらのスルノイカ.'ま.耶化

後20日 2か)】と推定された_これり0)ことから.

スルメイJJEi冬期に.比海)LB西部海域て薙卵するりJ

惟性か高い

^145 ｣ヒJkJE研報 30 )9-23 1988

キタムラサキウニの生枯周期と飼料摂取について

第 1幸民 生挿集の軍師的変化

需B行雌 ･Jt谷 怜 ･FVf原盛雄

1982咋6日から1983iHlnこて.福L3町浦和他

Jjtの水深2mと水深lOmに生tlす るキタムラすキ

ウニの生朋-鵬の季節的変化を凋へた

生柄盟指数は水深2mでは7川 こ 水深10mて

【18月にL正志柄に止し1こ /k頼光は.山凋査点て

IJJから5JlにLd'tk期から成1く粥へ 6月から8

ll.こ城良期から成熟役柄へ移手TL 9Jj下旬,'=敬

.Lfl鵜と11-,/I_卵またはfITTの放tJ機 の生師弟:i.

確では城Tf卵の分解.巾吸収と'Rj!細胞レ)桔'diか

けわれ 放ては突発細胞内に特殊Ii牡lI立か多出川.

jrlした ILrJjJLkJ仙!王のキタムラサヰウニ!i9日Jから

10Jlfこかりて耗卵し.この海域J)杵卵盛恥-+,9日

tlltTJてあ た

Al17 ｣ヒ水式研報 30 33-ll )鵬



キタムラサキr)二の生殖周期と餌料摂取について

第2報 消化管内容物土と殻東tの季節的変化

吾jきrr雌･背Ii講盛雄

第 1報と同一材料のキタムラサキウニの消化管

内容物指数と戯嘘鮒 旨数の季節的変化を調べた｡

また生楢巣中の多毛耳板をPAS法により細粒化学

的に観察した｡

消化行内召物指数は水深2mでは4Jllこ.水深

tOnでは5月に血量芯伯に適した.消化T3,-内容物指

数⊂生殖巣指数は7Jjから11月にかけて逆の変化
を示したO水深2mの凝走塁指数は1月に戚高値

に通したO水深10mの.,kGTri屈指数は季節的1J.1変動

が′トさく.周年水深2lT-のものよりも低かった｡

生殖iL!のPAS反応は放出期由後に弱く.それ以

外の時期には故い隈rJ=を示した.生殖城中の栄養

細胞は生殖雅の成掛 こ伴って小型となり.血的な

減少を不し,放出期以後から蚊長期に至るrJLEllこグ
リコーゲンをはじめとした多糖類を蓄頓して肥 -̂

した｡

A148 北水試研和 30 43149 1988
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北 海 道 立 中 央 水 産 試 験 場 余市耶余市町浜巾町238
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Hokkaldo085.Japan)

(HokkaldoAbashlr)ド)sherleSExperlmenta)StatlOn)(MaSuura,Abashlrl,

094
TIokkaldo(付9-31,Japan)

北海道立網走水産試験域紋別支域 紋別市港町7
(MonbetsuBranch.IlokkaldoAbashlrl (Mln8Lomachl.Monbetsu,

FISherleSExperlmCnLalStatlOn) 097 HokkaldoO94･Japan)
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